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幼稚園プール遊び幼稚園プール遊び
７月10日（火）、第一小学校プールで行われた幼稚園のプール遊び。７月10日（火）、第一小学校プールで行われた幼稚園のプール遊び。
園児たちの楽しそうな声でプールがいっぱいになりました。園児たちの楽しそうな声でプールがいっぱいになりました。

今月の町勢

平成 24 年８月１日現在

■世帯数　１，１９８世帯

■人口　　　３，８１７人

　　男　　　１，８５６人

　　女　　　１，９６１人

■転入　　８人／転出　１０人

■出生　　０人／死亡　　９人
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磐梯河東ＩＣ

史跡慧日寺跡

磐梯町交流館

道の駅ばんだい道の駅ばんだい

　

７
月
14
日
（
土
）、
磐
梯
町

交
流
館
（
町
内
大
字
磐
梯
字
山

道
地
内
）
に
お
い
て
「
磐
梯
町

交
流
館
開
所
式
」
が
行
わ
れ
、

関
係
者
な
ど
約
60
名
の
出
席
の

も
と
代
表
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　

磐
梯
町
交
流
館
は
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
（
現 

社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
）

を
活
用
し
て
整
備
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
施
設
は
、
Ｒ
Ｃ
造
（
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
一
部
木

造
平
屋
建
（
施
設
面
積
５
５
７

㎡
）
で
、
磐
梯
町
商
工
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
民
間
活
力
に

よ
り
活
動
的
な
管
理
・
運
営
に

つ
と
め
ま
す
。

　

式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
町
長
が
「
居
心
地
の
良
い
場

と
し
て
、
子
供
達
か
ら
年
配
の

方
々
ま
で
世
代
間
を
問
わ
ず
町

民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

な
交
流
館
運
営
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

事
業
経
過
報
告
に
続
い
て
交

流
館
愛
称
命
名
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
愛
称
「
に
こ
に
こ
」

を
命
名
し
た

さ
ん

（
大
寺
六
区
）
に
町
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
交
流
館
管
理
者

の
磐
梯
町
商
工
会
長
か
ら
は

「
交
流
館
が
あ
っ
て
良
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ

一
同
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
所
存

で
す
」
と
今
後
の
交
流
館
の
運

営
に
向
け
て
の
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
開
所
記
念
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
映
画

上
映
会
が
催
さ
れ
、
子
供
た
ち

を
中
心
に
１
０
０
名
を
超
え
る

人
々
が
集
ま
り
、
映
画
鑑
賞
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

磐
梯
町
交
流
館
は
、
入
館
自

由
で
非
営
利
の
町
内
者
の
場

合
、
館
内
利
用
料
は
も
ち
ろ
ん

冷
暖
房
の
使
用
料
も
無
料
と
な

り
ま
す
。
開
館
時
間
は
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
休

館
日
は
12
月
29
日
か
ら
1
月
３

日
で
、
そ
れ
以
外
の
日
は
全
日

交流館の開所を祝い、テープにハサミを入れる関係者代表開所式終了後にアトラクションとして催された映画上映会

磐
梯
町
交
流
館

磐
梯
町
交
流
館

（
愛
称

（
愛
称 ｢ ｢

に
こ
に
こ

に
こ
に
こ｣｣

）
開
所
式

）
開
所
式

磐梯町交流館周辺案内図
開
館
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
交
流
館

　

☎
０
２
４
２ｰ

７
４ｰ

１
２
８
８

交
流
館
愛
称
「
に
こ
に
こ
」
を
命
名
し
た

さ
ん
（
大
寺
六
区
）
に

町
長
か
ら
表
彰
状
を
贈
呈
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７
月

　

７
月
1414
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
を
迎

日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
た
磐
梯
町
交
流
館
。
今
後
は
、
交
流

え
た
磐
梯
町
交
流
館
。
今
後
は
、
交
流

館
の
愛
称
「
に
こ
に
こ
」
の
よ
う
に
訪

館
の
愛
称
「
に
こ
に
こ
」
の
よ
う
に
訪

れ
る
人
々
に
笑
顔
で
親
し
ん
で
も
ら
え

れ
る
人
々
に
笑
顔
で
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま

る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
す
。

　
「
心
地
よ
い
安
ら
ぎ
感
」

　
「
心
地
よ
い
安
ら
ぎ
感
」

に
溢
れ
る
交
流
館
の
魅
力

に
溢
れ
る
交
流
館
の
魅
力

の
一
端
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し

の
一
端
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し

ま
す
。

ま
す
。

交
流
館
の
魅
力
紹
介

交
流
館
の
魅
力
紹
介

交流館プロフィール

１．所在
磐梯町大字磐梯字山道３１１番地６２

２．休館日
12 月 29 日～ 1月３日

３．開館時間
午前９時～午後９時

４．利用料金

料金種別

非営利
目的の
町内の
方

非営利
目的の
町外の
方

営利目
的の方

午前９時～
午後５時

利用料 無料 300 円 600 円

冷暖房料 無料 150 円 300 円

午後５時～
午後９時

利用料 無料 400 円 800 円

冷暖房料 無料 200 円 400 円

※料金は１時間あたりの単価です。

５．その他
・多目的ホールは 2分割して使用可能です。
・ その他備品として以下のものが利用でき
ます。
机、椅子、プロジェクター、スクリーン、
簡易畳、音響設備、給湯室

◆申し込み・問い合わせ先
　磐梯町交流館
　☎ 0242 ｰ 74 ｰ 1288

音響設備、給湯室

問い合わせ先
館
4 ｰ 1288

開放感たっぷりの室内空間には、冬場に訪れ
る人を温かく迎え、安らぎを与えてくれる薪ス
トーブを設置。様々な目的に使用できます。

木の温もりが溢れる
広々とした室内には、
60 インチの TV も完
備。各種会議や打ち合
わせはもちろん、展示
会など様々な用途に使
用できます。また、開
催規模に応じてホール
を分割して使うことも
可能です。

交流館の指定管理者として磐梯
町商工会の皆さんが事務を執っ
ています。

交流ホール廊下には、
ちょっとした打ち合わせ
も可能な休憩コーナーが
設置されています。

交流ホール多目的ホール

高齢者や体の不自由な方などの
ために多目的トイレを整備。も
ちろん、おむつ交換用のベビー
シートも完備しています。

WC

事務室

休憩コーナー
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特定農用地利用規程認定書交付式
７月 5 日（木）、役場小

会議室において特定農用地
利用規程認定書交付式が開
かれ、布藤営農改善組合に
「特定農用地利用規程認定
書」が交付されました。
式には、関係者約 20 名
が出席。町長が「特定農用
地利用規程の具現化のた
め、更に邁進されますよう

切に念願します」とあいさつし、布藤営農改善組合長に認定書
を手渡しました。

布藤営農改善組合長（左）に認定証を交付

行政相談員に委嘱状を交付
７月 11日（水）、役場庁
舎にて さん（横
達）に総務大臣から行政相
談員の委嘱状が交付されま
した。任期は本年７月１日
から平成 25 年３月 31 日
までです。
行政相談員は、国などの
仕事についての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さ

んと関係行政機関等の間に立って、解決の手助けをします。
定期的に町老人福祉センターで開かれる相談会等において相
談に応じますので、お気軽にご相談下さい。

福島行政評価事務所長から
委嘱状を受ける さん（左）

ご寄附ありがとうございます

７月 12日（木）に磐梯町民ゴルフ大会実行委員会から学校
教材の購入に役立てていただきたいと 40,000 円を、7月 13
日（金）に さん（東京都）・ さん（会津若松市）
から青少年の健全育成に役立てていただきたいと50,000円を、
7月 26 日（木）に さん（本寺）から同じく青少年
の健全育成に役立てていただきたいと 50,000 円をそれぞれご
寄附いただきました。
ご寄附の趣旨に沿ってそれぞれ有意義に活用させていただき
ます。ありがとうございました。

寄附金を手渡す町民ゴルフ
大会実行委員会の皆さん

（166）

なぜ　湯 殿 山 36
　「出羽三山信仰の歴史地理学研究」
岩鼻通明著の事例の中に耶麻郡猪苗
代町新在家が書かれている。年代不
明だが読んでいただきたい。
　湯殿山講は旧７月９日から３日間
お山の日と定めてある。部落の春会
議に抽選で代表を２名決め、代参者
は前日火断ちといって火を通した食事
をとらず、飯を食べる場合も一度水を
くぐらせた。午後、法印に参ってお祓
いを受け、御弊を二体頂き、一体を
屋根に、もう一体をコリ場とする川端
に立て、コリを取って潔斉する。
　出発前に鎮守に参り、行衣、白脚絆、
白足袋、草鞋、着ござ、菅笠、金剛
杖の出で立ちで旅立つ。十日はお山
の無事を祈り、部落の各戸も鎮守に
参って無事帰村を願い、留守宅を慰
問する。留守宅では、生臭さ一切抜
きの酒肴をもてなす。
　この朝は親戚近所で馬の朝草を
刈って留守宅に届ける。これを朝草
義理という。朝草を出した人々には、
当家で赤飯を出す。
　翌日無事帰村すると、法印に参っ
て日を返してもらう。お山かけの日あ
げるという。先に受けた二体の御弊を
鎮守に納めて、湯殿山の祈祷札を各
戸に配る。

（文・写真　國分）

交通事故死者ゼロ2500日達成
７月26日（木）、役場庁舎において「交通事故

死者ゼロ2500日表彰式」が行われ、関係者など

約30名が出席しました。磐梯町は、平成17年９

月19日の死亡事故以来、平成24年７月24日に

交通事故死者ゼロ2500日を達成しました。

表彰式では、会津地方振興局長から町交通対

策協議会長である町長に表彰状が伝達されまし

た。

今後も関係各位のご協力をいただきながら、交

通事故防止に努めてまいりますので、皆様の協力

をよろしくお願いします。表彰状の伝達を受ける町長（左）

磐梯山周辺地熱発電事業検討連絡協議会
で勉強会を開催

７月19日（木）、磐梯山温泉ホテルにおいて、

今年 7月に設立された磐梯山周辺地熱発電事業

検討連絡協議会が主催する地熱資源開発につい

ての勉強会が開かれ、猪苗代町、北塩原村、磐梯

町の議会議員や職員など約70名が出席しました。

勉強会は、３町村の議会議員や職員を対象に開

かれたもので、国のエネルギー政策や国立・国定

公園内での地熱開発の取り扱い、福島県の再生エ

ネルギーへの取り組みなどについて、国や県の担

当者7名から分かりやすく説明していただきました。資源エネルギー庁担当者の説明を聞く参加者

中国天津市人民政府
国有資産管理委員会一行が来町
７月19日（木）、中国天津市人民政府国有資

産管理委員会の皆さんを中心とする15名が磐梯

町を訪れました。

天津市人民政府国有資産管理委員会は、天津

市の国有企業を含めた国有資産の管理改革を指

導する委員会で、磐梯町の協力により福島県が中

国から招きました。

一行は、17日から20日までの日程で、福島県

内の企業立地の状況調査を目的に県内の企業や

観光施設を視察しました。

役場を表敬訪問した皆さんに対し、町長が町の

概要や町内企業について説明するとともに一行に

同行し、（株）シグマや榮川酒造（株）の施設を

見学していただきました。一行代表の  副主任（右）に記念品を贈呈

寄附金を手渡す
さん・ さん

寄附金を手渡す
さん・ さん

奉参講湯殿山（山形・大日寺院内）
安永４年（1775年）７月吉祥日
会津猪苗代見弥村 五十嵐 数馬 外
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ポ
リ
オ
は
、
１
９
８
０
年
以

降
に
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
根
絶
の
た
め
に
各
国
と
協
力

し
て
対
策
を
強
化
し
て
い
る
疾

患
で
す
。

　

こ
の
度
、
９
月
１
日
か
ら
法

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

《認知症にならないよう脳を活性化しましょう》
１．ウォーキングや水泳などの有酸素運動をする
有酸素運動には、脳により多くの酸素を取り込み、血液循環をよくす
る効果があり、認知症予防に効果があると考えられています。
有酸素運動の中で、特に簡単に取り組めるのがウォーキングです。
歩幅を10％～20％広げて歩く、早歩きを１日に30分、週５回行う。
・１日に7,000歩から8,000歩を目標に歩く
・ ウォーキングの習慣をつけるコツは、記録をつけること、仲間を
つくって一緒にやること

２．道具を使うスポーツをする
ゲートボールやグランドゴルフなど道具を使うスポーツは体だけでな
く、頭も活性化させます。道具を使い、ボールを操る時のちょっとし
た力加減や距離感が脳に作用するためです。

３．家事・買い物で常に全身を動かそう
掃除や料理、布団の上げ下ろしなどの家事、買い物などは体をこまめ
に動かすにはもってこいです。人まかせにせず、積極的に行いましょう。

「
認
知
症
予
防
」（
パ
ー
ト

「
認
知
症
予
防
」（
パ
ー
ト
ⅢⅢ
））

ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い
て

ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い
て

改
正
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
ポ

リ
オ
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
簡
単
に
Ｑ
＆
Ａ
で
説

明
し
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
に
は
８
月
末
に
新
し
い

予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
何
か

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
認

知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は

「
脳
を
健
康
に
す
る
こ
と
（
生

理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）」
と
「
脳

を
鍛
え
る
こ
と
（
認
知
的
ア
プ

ロ
ー
チ
）」
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
シ

リ
ー
ズ
最
終
回
は
「
脳
を
健
康

に
す
る
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

　

ご
近
所
の
方
や
ご
友
人
な
ど

「
何
か
心
配
」
と
い
う
時
は
、

気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

下
さ
い
。

Ｑ：ポリオとは？
Ａ： ポリオは「小児まひ」と呼ばれ、日本では 1960 年代まで流行を繰り
返していましたが、予防接種により現在発生はしていません。しかし、
インドやパキスタンなどではポリオの流行が見られ、渡航者などを介
して感染が広がる可能性はあります。

Ｑ：接種方法は？
Ａ： 今までは、生ポリオワクチンを口から飲む方法でしたが、これからは
不活化ポリオワクチンを皮下に注射する方法になります。

Ｑ：接種回数は？
Ａ： 三種混合ワクチンと同じで、初回接種として 20日以上間隔をおいて
３回、その後追加接種として、初回終了後６か月以上間隔をおいて１
回、合計４回接種が必要になります。
今まで生ポリオワクチンを１回飲んでいる場合は、残り３回注射をす
ることになります。

Ｑ：接種場所は？
Ａ： 医療機関で都合の良いときに受ける個別接種になります。

「経口」から「皮下注射」へ

一
年
を
振
り
返
っ
て

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

歯
科
医
師　

　

盛
夏
の
候
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
４
月

に
磐
梯
町
保
健
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
歯
科
に
赴
任
し
、
早
や

一
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で

順
調
に
診
療
の
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

赴
任
し
て
き
て
早
々
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
一
か
月
も
経
た

な
い
慌
た
だ
し
い
日
々
で
し
た
。

通
常
の
診
察
に
加
え
被
災
さ
れ

た
避
難
者
の
方
の
歯
科
治
療
を

行
う
場
面
も
あ
り
、
患
者
さ
ん

の
皆
様
と
震
災
に
よ
る
影
響
や

余
震
の
不
安
、
今
後
に
つ
い
て

な
ど
多
く
の
こ
と
を
お
話
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
避

難
さ
れ
て
い
る
間
に
口
腔
内
環

境
が
悪
化
し
来
院
さ
れ
る
方
の

お
話
を
通
し
て
、
有
事
の
場
面

で
歯
科
医
師
と
し
て
自
分
は
何

が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
に
は
介
護
予
防
事
業
と
し

て
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
い
き
い
き

倶
楽
部
を
通
じ
、
事
前
に
口
腔

内
に
問
題
を
抱
え
る
方
に
参
加

を
募
り
、
栄
養
士
さ
ん
と
共
に

全
4
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
歯
周
病
や
入
れ
歯
に

つ
い
て
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、
ま
た
嚥

下（
飲
み
込
み
）や
唾
液（
つ
ば
）

の
大
切
さ
を
お
伝
え
す
る
こ
と

で
、
口
の
中
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
度
も
事
業
は

継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

一
年
を
通
し
て
、
来
院
さ
れ

る
方
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
要

望
は
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
作

り
直
し
た
い
、
う
ま
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
内

容
で
し
た
。
次
い
で
、
歯
周
病

や
虫
歯
に
関
連
す
る
痛
み
、
親

知
ら
ず
が
痛
い
、
と
い
っ
た
内

容
も
多
か
っ
た
で
す
。
他
に
は
、

お
子
さ
ん
の
虫
歯
や
歯
並
び
、

口
内
炎
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人

工
歯
根
）
に
つ
い
て
の
相
談
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
皆

様
の
様
々
な
お
悩
み
を
解
決
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
な
る
べ
く

セ
ン
タ
ー
の
歯
科
で
治
療
を
行

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
老
人
保
健
施
設

「
り
ん
ど
う
」
に
お
い
て
入
所

者
の
方
へ
の
回
診
も
行
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
訪
問
診
療
や

学
校
検
診
な
ど
も
行
っ
て
い
く

こ
と
が
目
標
で
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
す
る
と
き
に
、

う
ま
く
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
か
？
頻
繁
に
む
せ
る
、

咳
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

で
す
か
？
嚥
下
機
能
（
飲
み
込

み
）
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
む

せ
や
咳
が
頻
繁
に
現
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
症
状
が
原
因
で
肺
炎

（
誤
嚥
性
肺
炎
）
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
は

死
亡
原
因
の
第
４
位
で
あ
り
、

そ
の
90
％
以
上
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
の
肺
炎

の
増
悪
因
子
は
基
礎
疾
患
（
糖

尿
病
、
心
不
全
な
ど
）
と
誤
嚥

で
す
。
誤
嚥
と
は
気
管
に
食
べ

物
や
飲
み
物
な
ど
が
入
る
こ
と

で
、
嚥
下
障
害
が
あ
る
と
誤
嚥

性
肺
炎
や
窒
息
の
原
因
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

嚥
下
障
害
は
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
に
伴
っ
て
生
じ
る
症
候
群
で
、

脳
血
管
障
害
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
原
因
、
医
療
行
為
に

と
も
な
う
医
原
性
の
原
因
、
痴

呆
や
う
つ
病
な
ど
の
心
理
的
原

因
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
現

在
、
歯
科
で
は
嚥
下
障
害
の
予

防
、
も
し
く
は
障
害
の
改
善
を

目
指
し
て
嚥
下
機
能
強
化
体
操

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
飲
み
込
み
が
う
ま
く

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
方
や
介

護
を
し
て
い
る
方
で
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
歯
科
へ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
嚥
下
機
能
を

強
化
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
４
０
２
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〔
磐
梯
大
学
〕

　

７
月
４
日
（
水
）、５
日
（
木
）、

「
館
外
研
修
」
と
し
て
、
福
島

県
い
わ
き
市
の
震
災
後
の
復
旧

の
状
況
や
復
興
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
沿
い
で
は
、
家
の
土
台

だ
け
が
残
る
様
子
を
間
近
に
見

て
、
復
旧
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

を
要
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
で
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
の
ダ
ン
ス

や
、
観
光
地
で
復
興
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
る
人
々
の
姿
に
熱
い

思
い
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

〔
公
民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
〕

　

新
し
い
本
が
は
い
り
ま
し
た

の
で
一
部
紹
介
し
ま
す
。

・「
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
」

 

東
野
圭
吾

・「
花
酔
ひ
」

 

村
山
由
佳

・「
か
け
お
ち
る
」 

 

青
山
文
平

・「
語
り
つ
づ
け
ろ
、届
く
ま
で
」

 

大
沢
在
昌

　

夏
休
み
中
の
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

　

７
月
８
日
（
日
）、「
親
子
館

外
研
修
」
と
し
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ

イ
ン
に
あ
る
幻
の
滝
を
見
て
、

裏
磐
梯
か
ら
喜
多
方
市
へ
回

り
、
酒
蔵
を
見
学
し
、
せ
ん
べ

い
焼
き
体
験
や
ガ
ラ
ス
風
鈴
へ

の
蒔
絵
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
（
木
）、
磐
梯
大

学
と
合
同
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
陶
芸
と
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー

ト
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

し
て
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

　

７
月
８
日
（
日
）、「
あ
い
づ

ふ
る
さ
と
散
歩
」
と
し
て
、
恵

日
寺
の

住
職
を
講
師
に
、

会
津
美
里
町
・
大
内
宿
を
巡
り
、

龍
興
寺
・
法
用
寺
・
弘
安
寺
等

を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

会
津
こ
ろ
り
三
観
音
の
一

つ
、
中
田
観
音
（
弘
安
寺
）
で

は
、
死
の
床
に
際
し
て
も
苦
し

ま
ず
に
成
仏
で
き
、
家
族
に
余

計
な
負
担
を
か
け
ず
に
す
む
よ

う
に
と
願
い
を
込
め
て
、
お
堂

の
中
の
抱
き
つ
き
柱
に
抱
き
つ

い
て
き
ま
し
た
。

＜９月の予定＞
２日(日) 町民体育祭
６日(木) 磐梯大学実技講座２回目
15日(土) 女性カレッジ・ばんだいっ子クラブ
 「ボランティア活動」
13日(木) 磐梯大学講話Ⅲ「太極拳」
 女性カレッジ「文化祭展示作品制作」
29日(土) ばんだいっ子クラブ「農業体験Ⅱ」
毎週木曜日 英会話教室

校
舎
の
配
色

　

磐
梯
町
で
は
町
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
同
じ
設
計

業
者
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
施
設
を
調
和
の
と
れ

た
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
で
統
一

し
て
き
ま
し
た
。

　

レ
ン
ガ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
外
壁
が
耐
久
性
に
優

れ
、
役
場
を
は
じ
め
と
し
て
、

建
設
か
ら
長
期
間
経
過
し
た
施

設
に
お
い
て
も
、
外
壁
を
全
面

的
に
補
修
し
た
施
設
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
も
、
外
壁
の
は
が
れ
等

の
被
害
が
発
生
し
た
施
設
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
建
設
当
時
は
レ
ン

ガ
を
採
用
し
た
施
設
が
珍
し
い

こ
と
も
あ
り
、
県
の
建
築
賞
を

受
賞
し
た
施
設
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
県
内
で
も
レ
ン

ガ
造
り
の
建
物
が
多
く
建
築
さ

れ
、
個
性
の
あ
る
建
物
と
し
て

の
価
値
が
薄
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

磐
梯
中
学
校
に
つ
い
て
も
基

本
的
に
は
レ
ン
ガ
調
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
中
学
校
は
建
物
が

大
規
模
に
な
る
た
め
、
町
内
の

方
々
か
ら
も
配
色
を
変
え
て
み

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
頂
戴

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
６
月
に
中
学
生
に

中
学
校
の
立
面
図
を
渡
し
て
、

校
舎
の
配
色
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
71
名
の
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
な
か
に
は
奇
抜
な
作

品
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

素
敵
な
作
品
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
昇

降
口
を
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
し

た
作
品
が
多
く
あ
り
、
学
校
の

顔
と
な
る
玄
関
に
は
、
皆
さ
ん

非
常
に
関
心
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
中
学
校
建

設
の
際
に
は
、
配
色
の
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

工
事
中
の
安
全
配
慮

　

中
学
校
校
舎
本
体
建
設
工
事

に
向
け
て
、
用
地
造
成
工
事
や

プ
ー
ル
解
体
工
事
、
立
木
の
伐

採
等
を
行
っ
て
お
り
、
建
設
車

両
が
多
く
通
行
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ー
ル
解
体
や
立
木
の
伐
採

等
は
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
が
、

用
地
造
成
工
事
に
よ
る
残
土
の

搬
出
の
た
め
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が

往
来
し
ま
す
。

　

工
事
で
は
安
全
管
理
を
徹
底

し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
工

事
用
車
両
が
通
行
す
る
際
に

は
、
皆
様
も
十
分
に
気
を
付
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
に
は
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
敷

地
内
に
は
絶
対
に
立
ち
入
ら
ぬ

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
改
築
に
つ
い
て

中
学
校
改
築
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会 

教
育
課

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
２
０
１
７

スパリゾートハワイアンズにて

涼しげな風鈴ができました

磐梯大学のおじいちゃん、おばあちゃんと楽しく活動しました

法用寺三重塔の前にて

中学生から寄せられた外壁デザイン作品の数々

用地造成が進む現場
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福島県及び磐梯町による福島県及び磐梯町による
農産物等モニタリングの実施状況農産物等モニタリングの実施状況平成24年産米の取り扱いについて平成24年産米の取り扱いについて

　現在、福島県の農産物は、放射性物質検査を行い、安全性を確認したうえで出荷・流通されています。

　４月以降検査を行い、安全性が確認された磐梯町の農産物等は以下のとおりですので、お知らせしま

す。

　今後、上記の検査済である農産物リストに記載されていない品目を出荷・販売される生産者の方は、

出荷予定の１０日前を目安にご連絡ください。

　福島県の検査については、週１回実施（火曜日、休日の場合は前日）しておりますので前の週の金曜

日まで申し込みをお願いします。（金曜日が休日の場合はその前日）

　検査にかかる農産物等を採取する際は、可食部分で１kg 以上必要となりますのでご了承願います。

※ モニタリングの結果は、福島県のホームページ、磐梯町のホームページ、新聞、ＩＰ電話等で公表し

ます。

※ 福島県におけるモニタリングは、福島県産農産物への放射能の影響等の把握、ならびに安全性の確認

と消費者への正確な情報提供等を目的として実施しているため、ご協力いただいた場合に、検査証明

書等は発行されませんのでご了承ください。なお、町で実施するモニタリング検査につきましては、

検査証明書等が発行されます。

※自家消費用の野菜等の検査につきましては、役場町民課（☎ 0242-74-1215・1216）にお問合せください。

　平成 24年産米についても昨年同様、原子力災害対策特別措置法に基づくモニタリング検査が行われ

ます。この検査は旧市町村（昭和 25年）単位で行い、基準値（100 ﾍﾞｸﾚﾙ／㎏）以下であることを確認

してから出荷できるようになります。

　また、24年産米につきましては、昨年、県北地方の米から暫定規制値を超える放射性物質が検出さ

れたことから、県産米に対する消費者・実需者の信頼が揺らいでおり、県産米の安全性確保と消費者の

信頼回復が急務となっています。

　このことから、福島県では、米については全袋検査を実施することとなりました。全袋検査は、「出荷米、
飯米、縁故米の全ての米」を対象に以下のとおり実施することとなりましたので、ご協力よろしくお願
いします。

（１）検査の内容
　町地域農業再生協議会（事務局　町産業課）から事前に配布される「バーコードラベル」（生産数量

に応じた枚数が全ての稲作農家に配布されます）を30㎏詰めの米袋に貼って検査場所に搬入します。

　これをそのまま、ベルトコンベア式の検査装置へ乗せて放射性物質濃度を検査します。

　検査速度は１分間で４～６袋の検査が可能です。基準値以下の米袋には「ＱＲコードラベル」が貼

られ、検査済みであることが分かるようになります。

（２）検査場所
　ベルトコンベア式の検査装置は、各協議会（各市町村）ごとにＪＡや主な集荷業者等の倉庫に配置

されますが、磐梯町においてはＪＡ倉庫（ライスセンター前）に配置し、検査を行います。

　検査については、各協議会ごとに検査計画（いつ、どこで、どのように）を策定しますので、詳し

くは後ほどお知らせします。

※　検査の詳細については、別途チラシを配布するとともに説明会を予定しています。

検査実施団体 農産物等

福島県

アイスプラント（施設）、アスパラガス（施設）、アスパラガス（露地）、ウメ、オオバ（露地）、
おうとう（さくらんぼ）、カキナ（施設）、カブ（露地）、カボチャ（露地）、キャベツ（施設）、
キュウリ（露地）、キュウリ（施設）、クキタチナ（施設）、コマツナ（施設）、サヤイン
ゲン（露地）、ズッキーニ（露地）、スイカ（露地）、ダイコン（露地）、タマネギ（露地）、
タラノメ（自生）、トマト（施設）、ナス（露地）、ニンニク（露地）、ニンジン（露地）、
ネギ（露地）、ねがまりたけ、ハクサイ（露地）、バレイショ（ジャガイモ）、ピーマン（露地）、
ピーマン（施設）、フキ（自生）、ふきのとう（自生）、ブロッコリー（露地）、ブルーベリー、
ホウレンソウ（施設）、ミニトマト（施設）、メロン、孟宗たけ（自生）、モロヘイヤ（露
地）、レタス（露地）、ワラビ（自生）

磐梯町

アカサズラ（露地）、アスパラ菜（露地）、ウコギ、ウメ、エシャレット（露地）、枝豆（露
地）、オカヒジキ（露地）、おうとう（さくらんぼ）、オクラ（露地）、カボチャ（露地）、
からし菜（露地）、キュウリ（露地）、キャベツ（露地）、クキタチナ（施設）、クキタチ
ナ（露地）、クウシンサイ（露地）、グリンピース（露地）、コゴミ（自生）、コマツナ（施
設）、さやいんげん（露地）、サヤエンドウ（露地）、サントウサイ（露地）、山椒、シマ
ウリ（露地）、ズッキーニ（露地）、スナップエンドウ（施設）、タマネギ（露地）、ツル
ムラサキ（露地）、とうもろこし（露地）、トマト（施設）、ニンニク（露地）、ニラ（露
地）、ビタミン菜（露地）、ブロッコリー（露地）、ホウレンソウ（露地）、ミヨウガタケ
（露地）、ミニトマト（露地）、メロン（露地）、孟宗たけ（自生）、山ウド（栽培）、ユウ
ガオ ( 露地）、レタス（露地）、わさび菜（露地）

◆問い合わせ先
　役場産業課 農業振興グループ　☎ 0242-74-1217

◆問い合わせ先
　役場産業課 農業振興グループ　☎ 0242-74-1217

モニタリング検査へのご協力のお願い

モニタリング済みの農産物（４月３日～７月 27日）

全袋検査の検査方法（検査の流れ）

米
識
別
コ
ー
ド
の
付
与

検
査
米
袋
の
検
収

生
産
者
確
認

検
査
機
器
で
測
定

検
査
済
み
ラ
ベ
ル
貼
付

検
査
場
所
へ
検
査
米
袋
の
搬
入

バーコード

【地域協議会】

農
産
物
安
全
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録

バーコード読込 ＱＲコード付きラベル

検
査
デ
ー
タ

の
送
信

県協議会
データベース

流通業者

農家

米
袋
30㎏

搬入
流通
販売
消費

ベルト
コンベア

測定器
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淡
水
魚
の
試
験
研
究
を
し
て

い
る
県
の
内
水
面
水
産
試
験
場

で
は
、
施
設
や
研
究
内
容
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
も
施
設
を
開
放

し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
御
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

8
月
25
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　

福
島
県
内
水
面
水
産

試
験
場
（
猪
苗
代
町
「
緑
の

村
」
隣
り
）

▼
主
な
内
容

・
試
験
研
究
の
成
果
発
表

・ 

ち
び
っ
子
魚
つ
か
み
大
会

（
無
料
）

・  

試
食
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

　

 

ア
ユ
、
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
の
炭

火
焼
き

・ 

水
産
物
等
の
販
売
（
有
料
）

　

 

（
雨
天
の
場
合
に
は
、
屋
外

で
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な

る
予
定
）

▼
環
境
へ
の
配
慮

　

 

自
動
車
は
相
乗
り
で
お
願
い

し
ま
す
。

① 　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

…
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）

や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の

方
② 　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

…
①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加

入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
を

お
持
ち
の
方

③ 　

65
歳
以
上
の
方
…
年
金
受

給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中

の
方
な
ど

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
申
込

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
。

お
茶
飲
み
会
の
お
誘
い

　

蒸
し
暑
さ
の
続
く
季
節
で

す
。
お
茶
飲
み
会
で
気
分
を
か

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
っ
し
ょ
に
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
!

▼ 

日
時　

８
月
29
日
（
水
）・

9
月
12
日
（
水
） 

午
後
２
時

〜
午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
広
間

▼ 

会
費　

１
０
０
円
（
お
や
つ

代
）

　

お
茶
飲
み
会
は
、
毎
月
１
回

開
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
一
度
の

ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。
ま
た
、

お
茶
飲
み
会
で
お
手
伝
い
し
て

く
だ
さ
る
方
も
合
わ
せ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

例
え
ば
、
レ
ジ
袋
１
枚
を
辞

退
す
る
こ
と
で
18
・
３
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
石
油
が
節
約
で

き
、
そ
の
こ
と
が
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
県
で
は
「
マ
イ
バ
ッ

グ
推
進
デ
ー
」
の
協
力
店
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
お

問
い
合
わ
せ
は
、
県
環
境
共
生

課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ推進

デ
ー
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
平
成
24
年
７

月
よ
り
毎
月
８
日
、９
日
を「
マ

イ
バ
ッ
グ
推
進
デ
ー
」
と
設
定

し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
推

進
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　

後
納
制
度
に
よ
り
年
金
額

ア
ッ
プ
・
年
金
の
受
給
資
格
を

得
ら
れ
ま
す
。

▼ 

後
納
制
度
と
は

 　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
期
間
が

あ
る
方
は
、お
申
込
み
に
よ
り
、

平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年

９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
が
過
去
２
年

か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

▼
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　

２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、

① 

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増

額
！

② 
年
金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

で
も
年
金
の
受
給
資
格
が
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
！

※ 　

延
長
さ
れ
る
期
間
と
は
、

納
め
よ
う
と
す
る
月
前
10
年

以
内
の
期
間
で
す
。

　

例  

平
成
14
年
10
月
の
場
合

↓
平
成
24
年
10
月
末
と
な

り
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
方

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

再
就
職
を
目
指
す
人
の
た
め

に
、
仕
事
探
し
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時　

9
月
８
日（
土
）

午
後
1
時
〜
午
後
３
時

・ 

場
所　

会
津
若
松
市 

一

箕
公
民
館

 ・ 

対
象
者　

一
般
求
職
者
、

避
難
者
、
長
期
滞
留
者
、

若
年
者

・
定
員　

10
名

▼
開
催
日
時　

11
月
17
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
３
時

・ 

場
所　

会
津
若
松
市 

城
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 ・ 

対
象
者　

一
般
求
職
者
、

避
難
者
、
長
期
滞
留
者
、

若
年
者

・
定
員　

10
名

▼
開
催
日
時　

１
月
26
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
３
時

・ 

場
所　

会
津
若
松
商
工
会

議
所 

小
会
議
室

 ・ 

対
象
者　

一
般
求
職
者
、

避
難
者
、
長
期
滞
留
者
、

若
年
者

・
定
員　

10
名

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
。

医療センターからのお知らせ
お盆期間の診療日は、下記のとおりとなりますので、お知らせします。
 ○・・・通常診療日
（８月） 休・・・休診日

日付 9
（木）

10
（金）

11
（土）

12
（日）

13
（月）

14
（火）

15
（水）

16
（木）

17
（金）

18
（土）

内科 ○ ○ 休 休 ○ 休 12 時迄 ○ ○ 12 時迄

歯科 ○ ○ 休 休 休 休 休 ○ ○ 12 時迄

※　休診日でも急患の場合は対応しますのでご連絡ください。

◆問い合わせ先
　磐梯町医療センター　☎ 0242-73-2110

「
お
魚
さ
ん
が
待
っ
て
る
よ
！
」 

第
17
回 
内
水
試
参
観
デ
ー

◆
お
問
合
せ
先

　

 

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

（
猪
苗
代
町
長
田
字
東
中
丸

３
４
４
７ｰ

１
）

　

☎
０
２
４
２ｰ

６
５ｰ

２
０
１
１

◆
お
問
合
せ
先

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

つ
く
し
ん
ぼ

　

 

☎
０
２
４
２ｰ

７
３ｰ

２
４
２
１

（
代
表 

大
塚
）

◆
お
問
合
せ
先

　

 

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
２ｰ

２
７ｰ

５
３
２
１

　

役
場
町
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
２ｰ

７
４ｰ

１
２
１
５

◆
県
庁
環
境
共
生
課

　

☎
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
２
４
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
９
２
８

　

メ
ー
ル

　

kyousei@pref.fukushim
a.lg.jp

◆ 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
窓
口
（
会
津
若
松
商

工
会
議
所
内
）

　

☎
０
２
４
２ｰ

２
７ｰ

８
２
８
５

- みなさんが救命リレーの選手です！
命の連鎖 -

　大切な命を救うためには、みなさんの早い１１９
番通報と早い応急手当が重要です。
　応急手当の詳しい内容については講習会を実施
していますので、消防署までお問い合わせください。

防ごう !熱中症
・日よけ対策
・適度な休憩
・水分、塩分補給

◆問い合わせ先　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

119

心停止の予防 早期認識と通報 一次救命処理
（心肺蘇生と AED）

二次救命処置と
心拍再開後の集中治療

飲めるようであれば
水分を少しずつ
頻繁に取らせる

脇の下・太もものつけね
などを冷やす

水
分

熱中症の応急手当

涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる

エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、
体を冷やす

暑中お見舞い
　　申し上げます

1415



 

４月から、磐梯第二小学校に勤務させていただいている、 と申します。
生まれは須賀川市ですが育ちは会津若松市で、磐梯町には何かと立ち寄らせて
いただくことがあったように思います。
４月で教員生活７ヶ月目に入り、磐梯二小がこの職について２校目の学校にな

ります。教員としては初めての一学期も先輩の先生方のご助言をいただきながら、
子供たちとのふれあいを大切にした日々を送ってきました。
右も左もよくわからずに磐梯二小に来た４月の初め、緊張して怖い顔になって
いたと思われる私に、子どもたちは笑顔で声をかけてくれました。その笑顔のお
かげで、不安な気持ちがかなり楽になったのを覚えています。また、全校生で歌
う校歌を初めて聞いたとき、とても53名の歌とは思えない広々とした体育館に響
き渡る歌声に、とても感動し、驚かされました。
そんな明るく素直な子どもたちと一緒に学校生活を送れることが嬉しく、この一
学期、大変なこともありしたが、とても楽しく過ごすことができました。
磐梯町では幼・小・中一貫教育や、英語（国際理解）教育など、子どもたち

のために多くの取り組みが行われています。私も子どもたちのため、その成長の
助けになれるよう精一杯やっていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

郡山市立開成小学校より転任してまいりました。前任校は、楽都・郡山の中心
地で、児童と教職員を合わせて約 700 名もいる大きな学校でした。
磐梯二小に来て驚いたことは、子どもたちの歌声です。700 名の声に負けない

くらいの元気な校歌が体育館中に響き、私の心の中の不安を一気に吹き飛ばして
くれました。
私は趣味でヴィオラという（ヴァイオリンより一回り大きい）楽器を演奏するの

ですが、オーケストラで弾くときと、弦楽四重奏の一員として弾くときの意識は全
く違います。少人数で演奏するときの方が、緊張感も、責任感も、そして充実感
も大きいのです。
磐梯町の子どもたちも、保護者の方々も、そして地域のみなさんも、小規模な
町だからこそ得られる”自分への自信 ”というものを持っていて、本当にすてきだ
なぁと感じています。一人一人が果たす役割の大きさに物怖じせず、真っ直ぐ向
き合っていく磐梯町の人々の姿を見て、自分も見習わなければという気持ちにな
りました。
私も、磐梯町の教職員の一人として、子どもたちが “自分への自信 ”を得られ

るような指導をしていきたいと思っています。そして、磐梯町が「町づくりは人づ
くり」と謳っているように、“自分への自信 ”が “自分の町への誇り”に繋がるよう、
努力していきたいと思います。
町が一つになれば、オーケストラ以上のハーモニーを響かせられる。磐梯町は、

そんな風に思わせてくれる町です。どうぞよろしくお願いします。

磐梯第二小学校
　講師　

磐梯第二小学校
　教諭　

●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢  氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 6/29 　　赤 枝   89歳
 7/ 2 　　源 橋   89歳
 7/ 3 　　赤 枝   34歳
 7/ 3 　　大寺二区   58歳

 7/ 9 　　大寺六区   85歳
 7/22 　　本 寺   81歳
 7/27 　　赤 枝   89歳
 7/28 　　大寺五区   80歳
 7/28 　　赤 枝   91歳

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 24年 7月末現在）

８月31日（金）

町 県 民 税（第２期）
介 護 保 険 料（第２期）
後期高齢者医療保険料（第１期）

お忘れなく！

◆問い合わせ先
　磐梯町災害対策本部 ☎ 0242-74-1223

各行政区の環境放射線測定結果について各行政区の環境放射線測定結果について
（７月調査分）（７月調査分）

測定場所 役場
(駐車場)

保育所
(園庭)

幼稚園
(園庭)

第一小学校
(校庭)

第二小学校
(校庭)

中学校
(校庭)

測定高 1m 50cm 50cm 50cm 50cm 1m
7月2日 0.184 0.150 0.158 0.150 0.280 0.182
7月4日 0.165 0.150 0.168 0.144 0.290 0.182
7月6日 0.176 0.150 0.144 0.138 0.290 0.180
7月9日 0.144 0.150 0.160 0.128 0.300 0.160
7月11日 0.175 0.150 0.182 0.146 0.300 0.174
7月13日 0.162 0.150 0.178 0.140 0.290 0.176
7月18日 0.175 0.160 0.172 0.118 0.290 0.168
7月20日 0.168 0.140 0.198 0.126 0.270 0.164
7月23日 0.165 0.160 0.164 0.128 0.260 0.174
7月25日 0.173 0.150 0.124 0.138 0.220 0.172
7月27日 0.166 0.140 0.114 0.128 0.183 0.152
7月30日 0.168 0.140 0.104 0.082 0.164 0.136

公共施設関係

測定場所 7月6日 7月13日 7月20日 7月27日
法正尻公民館 0.120 0.092 0.110 0.132 
布藤地区公民館 0.130 0.142 0.137 0.135 
磨上公民館 0.103 0.121 0.120 0.097 
七ツ森センター 0.097 0.111 0.129 0.116 
源橋公民館 0.171 0.177 0.180 0.179 
長峯公民館 0.168 0.183 0.188 0.154 
更科団地集会所 0.181 0.153 0.182 0.178 
妙法原公民館 0.202 0.234 0.222 0.204 
塩ノ原地区公会堂 0.139 0.165 0.132 0.142 
大曲地区集会所 0.159 0.186 0.183 0.147 
滝の原公民館 0.166 0.165 0.162 0.177 
一の沢公民館 0.107 0.110 0.115 0.100 
横達公会堂 0.116 0.112 0.130 0.111 
大寺一区公民館 0.104 0.091 0.101 0.096 
大寺二区自治会館 0.116 0.112 0.128 0.118 
大寺三区集会所 0.164 0.221 0.221 0.220 
大寺四区集会所 0.117 0.108 0.109 0.100 
大寺五区集会所 0.116 0.115 0.118 0.119 
諏訪山団地集会所 0.185 0.173 0.177 0.181 
本寺多目的集会所 0.149 0.123 0.119 0.161 
入倉集会所（寺） 0.243 0.214 0.305 0.238 
下西連公民館 0.150 0.154 0.179 0.146 
上西連多目的集会所 0.119 0.122 0.091 0.121 
落合公民館 0.152 0.141 0.133 0.134 
赤枝公民館 0.227 0.217 0.165 0.218 
※　測定高はすべて１ｍです。

各行政区公民館等

（７月期　敬称略）

( 単位：マイクロシーベルト /h)

( 単位：マイクロシーベルト /h)
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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ちゃん（塩ノ原）
平成24年３月21日生まれ

ちゃん（赤枝）
平成24年３月23日生まれ

節電に貢献節電に貢献
役場に緑のカーテン役場に緑のカーテン

　本格的な夏が到来し、一層の節電が求められる季節になり

ました。

　役場庁舎では、昨年に引き続いて今年もゴーヤによる緑の

カーテンがお目見えしました。「緑のカーテン」は、つる性

の植物を窓際に這わせて日陰をつくることで室温の上昇を抑

え、エアコンの使用効率を上げて省エネルギーに貢献しよう

とするものです。

　５月 25日に役場前のプランターに苗を植えたところ、順

調に成長し、７月末には黄色い可憐な花を咲かせていました。
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